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荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です。
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。
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よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから
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よき経 営 者をめざすものの団 体  それが法 人 会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の皆さんを支援す
る全国組織、それが法人会です。現在、約 82万社の会員企業、41都道県に441の単位会を擁する団体として大きく発展
しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリーダー
としての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を積
極的に行っています。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

3 新春のごあいさつ

◉ 小竹良夫／公益社団法人荻窪法人会 会長
◉ 安達 覚／荻窪税務署 署長
◉ 鈴木秀章／杉並都税事務所 所長
◉ 尾﨑正俊／東京税理士会 荻窪支部 支部長
◉ 田中 良／杉並区長

5 組織委員会 会員増強中間報告

6 ８団体共催荻窪税務署 署長講演会「税の役割と税務署の仕事」
◉ 安達 覚／荻窪税務署 署長

8
「弓道で学んだのは、自然体であること」

井上丈晴 荻窪税務署 副署長インタビュー

10 平成 27年度 税制特別講演会「税制改正と執行面の検討について」
◉ 井上丈晴／荻窪税務署 副署長

11 税を考える週間
◉中学生の税についての作文
◉杉並納税街頭キャンペーン
◉税に関する絵はがきコンクール
◉税の標語
◉平成 27年度 荻窪税務署 署長表彰・署長感謝状受彰者
◉平成 27年度 杉並都税事務所 所長感謝状受彰者

17 e-Tax推進税理士事務所について

18 荻窪法人会 厚生事業委員会 第29回健康セミナー
「災害時の健康被害を防ぐために」

20
税制委員会より

ふるさと納税しましたか？
◉ 税制委員 小島麻里（税理士）

22 ［秋季］各ブロックの研修会レポート
◉第1ブロック、第 2ブロック、第 3ブロック、第 4ブロック　

25 税務コーナー

27 ブロック・支部・委員会・部会からの報告
◉第 23支部
◉研修委員会・厚生事業委員会・社会貢献委員会・税制委員会
◉青年部会
◉女性部会
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【ワンルーム税】

表紙イラストについて

世界のおもしろい税金シリーズ

豊島区の「狭小住戸集合住宅税」。１戸当
たりの床面積が２９㎡未満の集合住宅を９
戸以上新築・増築する建築主に対し、１戸
につき５０万円を課税する法定外普通税。
２００４年６月、全国で初めて導入し、施
行から５年ごとに継続・廃止などを検討す
ることになっている。税導入後、ワンルーム
マンションの建設が年間３１％減り、抑制
の効果があったとして継続が望ましいとさ
れている。
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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

希
望
と
活
力
に
満
ち
た
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

荻
窪
法
人
会
会
長

小
竹
良
夫

荻
窪
法
人
会
並
び
に
荻
窪
間
税
会
の
会

員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
28
年
の
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
謹

ん
で
お
祝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
ご
来
賓
の
荻
窪
税
務
署
安
達

署
長
は
じ
め
関
係
官
庁
の
皆
様
、
そ
し
て

友
誼
団
体
の
皆
様
方
に
は
、
新
年
の
お
忙

し
い
中
ご
参
加
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

私
共
荻
窪
法
人
会
は
、
設
立
し
て
65

年
、
公
益
社
団
法
人
に
認
定
さ
れ
3
年
を

経
過
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
約
2
2
0
0
社
の
会
員
を
擁

し
東
京
法
人
会
連
合
会
で
N
o
1
の
組

織
率
を
有
す
る
法
人
会
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
事
業
の
柱
と
し
て
「
正
し
い
納
税
」

「
健
全
な
経
営
」「
社
会
に
貢
献
」
を
掲

げ
、
公
益
性
の
高
い
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

昨
年
も
8
の
委
員
会
・
5
の
ブ
ロ
ッ
ク
・

3
の
部
会
が
中
心
と
な
り
、
数
々
の
事
業

を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。
積
極
的
に
参
加

協
力
を
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
事
業

を
企
画
運
営
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
役
員

の
皆
様
方
に
は
改
め
ま
し
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

私
共
は
、
今
後
と
も
、
荻
窪
税
務
署
の

皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
官
庁
・
団
体
の
皆

様
と
の
密
接
な
関
係
を
維
持
し
、「
よ
き

経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
集
ま
り
」
と
し

て
、「
税
知
識
の
普
及
」、「
納
税
意
識
の

向
上
」、「
地
域
社
会
に
貢
献
」
に
つ
と
め
、

「
荻
窪
法
人
会
の
良
き
伝
統
と
実
績
」
を

継
承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
な
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

我
国
経
済
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効

果
に
よ
り
、
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
大
企
業

に
お
い
て
は
業
績
が
大
幅
に
回
復
し
て
い

る
も
の
の
、「
地
域
経
済
」
と
「
雇
用
」

の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
に
は
そ
の
効

果
を
実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

新
し
い
年
が
、
政
府
の
適
切
な
「
経
済

政
策
」
と
我
々
中
小
企
業
経
営
者
の
「
自

助
努
力
」と
が
両
輪
と
な
り
、
企
業
全
体
、

そ
し
て
社
会
全
体
に
と
っ
て
、
希
望
と
活

力
に
満
ち
た
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や

ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
荻
窪
法
人
会
・
荻
窪
間
税
会

の
会
員
企
業
の
ご
発
展
と
、
本
日
ご
参
加

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

新年あけましておめでとうございます。
平成 28年の新春を迎えるに当たり、公益社団法人荻窪法人会の会員の皆様に謹んで新年
のお慶びを申し上げます。
荻窪法人会員の皆様には、日頃から税務行政に対しまして深いご理解とご協力を賜り、紙
面をお借りいたしまして厚く御礼申し上げます。
さて、本年1月から社会保障・税番号制度、いわゆるマイナンバー制度が導入され、税に関

する手続き等でマイナンバーの記載が義務付けられます。税務署では制度の円滑な実施に向け、
広報・相談等各種施策に取り組んでおります。会員の皆様方には多大な事務負担をおかけいた
しますが、制度の趣旨をご理解いただき、引き続き税務行政へのご理解とご協力をお願いい
たします。
また、e－Taxにつきましては、各種申告書・申請書はもとより、源泉所得税・ダイレクト納付
の普及促進にも更なるご協力をいただけるようお願い申し上げます。
結びに荻窪法人会の益々のご発展と会員の皆様の事業のご繁栄とご健勝を心からお祈り申
し上げます。

安
達 

覚

荻
窪
税
務
署 

署
長

新年、明けましておめでとうございます。
公益社団法人荻窪法人会の皆様には、旧年中は、都税に格別のご理解とご協力を賜りま
した。特に、12月には役員の方々への研修会ということで、皆様へ直接お話しさせていただ
く大変貴重な機会を頂戴しました。この場をお借りしまして、厚く御礼申し上げます。
杉並都税事務所では、本年も恒例となりました杉並納税街頭キャンペーンをはじめ、東京
都の税務行政の窓口として親切できめ細やかな対応に努め、納税サービスの向上に取り組ん
でまいります。会員の皆様には、昨年同様ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
結びにあたり、新しい年が荻窪法人会の飛躍発展の年となりますよう、また、会員の皆様
の事業のご繁栄とご健勝を心から祈念して、新年のご挨拶とさせていただきます。

鈴
木
秀
章

杉
並
都
税
事
務
所 

所
長

あけましておめでとうございます。
杉並区長の田中良でございます。
平成28年の年頭にあたりまして、ご挨拶申し上げます。
荻窪法人会の皆様には、健やかな新年をお迎えのことと、心からお喜び申し上げます。
さて、国は、地域間の税源の偏在を是正し、財政力の格差の縮小を図るとして、平成26年度

税制改正で、地方自治体の財源である企業等の住民税の一部を国税に組み込み、これを地方の
自治体間で分配する改正を行いましたが、今後さらにこれを拡大する動きを見せています。
そもそも企業の住民税は、企業活動が行われる地域において、その企業活動を支える行政サ
ービスを提供している自治体の財源として活用されるべきものであって、国の対応は明らかに地方
自治の本旨に反するものです。国は、自治体間の税のやりとりではなく、地方が担う事務と責任に
見合った安定した税財政の枠組み作りに取り組むべきです。
今、地方にとって大切なのは、限られた税源の取り合いではありません。東京を含めた全国の
各地域がお互いの良いところを活かし、そして足りないところを補完し共に発展していく関係づく
りが必要であると考えます。
杉並区でも、震災直後の南相馬市への支援活動から始まった自治体スクラム支援の実績を基盤
に、交流自治体相互の連携を拡げ深化させていく事業を今後、積極的に打ち出してまいる所存です。
長きにわたる税務行政のよき理解者である荻窪法人会の皆様方には、さらなるご理解お力添え
をどうぞよろしくお願いいたします。

田
中 

良

杉
並
区
長

あけましておめでとうございます。
公益社団法人荻窪法人会の皆様には健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
税理士会は唯一税の専門家として、申告納税制度を支え、法人会の皆様の良きパートナーとして、
法人会の皆様の信頼にお応えできるよう日々努力をしております。
社会保障・税番号制度が開始され、今後番号を記載する必要がある申告書等を税務署に書面
で提出する場合には、番号確認や身元確認が出来る書類の添付が必要になります。電子申告で
の提出は、そのような煩わしさは無く、従来通りですので今後より一層電子申告が重要になると考
えております。税理士会は今年も電子申告推進に力を入れていきたいと考えています。まだ電子申
告をしていない企業の皆様はぜひ税理士に代理申告をするように伝えていただければと思います。
昨年末、消費税の軽減税率導入が決まりました。税理士会は単一税率を要望していましたが実
現しませんでした。今後対象品目や経理など複雑なものになるかもしれません。ぜひ税理士と相
談していただき対応していただければと思っています。
結びに、法人会会員の皆様の事業のご発展とご健勝を心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶と
させていただきます。

尾
﨑
正
俊

東
京
税
理
士
会 

荻
窪
支
部 

支
部
長
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
繁
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
組
織
委
員
会
の
諸
活
動
に
対
し
、

会
員
皆
様
を
は
じ
め
、
役
員
、
組
織
委
員
の

皆
様
方
に
は
、
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
頂

き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

10
、
11
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
会
員
増

強
月
間
で
は
、
26
会
員
の
加
入
、
今
年
度
50

会
員
の
ご
入
会
を
し
て
頂
き
、
お
陰
様
で
加

入
率
76
・
3
％
︵
12
月
6
日
現
在
︶
を
上
げ

る
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
益
法
人
に
な
り
3
年
目
、
法
人
会
に
ビ

ジ
ネ
ス
の
開
拓
、
人
脈
の
交
流
、
情
報
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
て
、
お
蔭
さ
ま
で
多
数

入
会
さ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
支
部
の
研
修
会
、

催
し
に
活
気
が
出
て
い
る
様
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
厚
生
事
業
委
員
会
と
の
共
催
で
8
月
納

涼
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
、
11
月
に
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ

楽
し
い
一
時
を
過
ご
さ
れ
人
脈
の
拡
大
、
交
流

の
場
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
お
忙
し
い
中
、
ご

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
会
員
皆
様
に
は
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

受
け
賜
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
組
織
委
員
会

活
動
を
行
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
会
員
皆
様

も
荻
窪
法
人
会
の
行
事
に
大
い
に
参
加
・
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
年

度
の
目
標
78
％
、
来
年
3
月
31
日
ま
で
50
会

員
の
入
会
を
目
指
し
て
全
役
員
が
団
結
し
て

組
織
強
化
を
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
変
ら
ぬ
ご
協
力
と
今
ま
で
以
上
の

勧
奨
活
動
を
心
よ
り
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

な
お
、
今
年
度
よ
り
12
月
に
開
催
し
て
お

り
ま
し
た
会
員
増
強
報
告
会
議
を
、
理
事
会
、

組
織
委
員
会
に
て
増
強
報
告
を
す
る
様
に
な

り
ま
し
た
事
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

公
益
法
人
に
な
り
3
年
目
、
各
事
業
に
活
気
が
出
て
い
る
様
に
感
じ
る

田
中
晴
弘　

組
織
委
員
会
委
員
長

組織委員会

支部別加入率（平成28年1月19日現在）

支部 稼動数 会員数 加入率（%）

BLOCK

1

1 88 66 75.0

2 122 95 77.9

3 142 115 81.0

4 146 113 77.4

5 101 89 88.1

計 599 478 79.8

BLOCK

2

6 112 90 80.4

7 156 93 59.6

8 157 82 52.2

9 48 36 75.0

10 63 45 71.4

計 536 346 64.6

BLOCK

3

11 99 60 60.6

12 70 47 67.1

13 53 59 111.3

14 125 107 85.6

15 201 172 85.6

計 548 445 81.2

BLOCK

4

16 93 68 73.1

17 106 76 71.7

18 116 83 71.6

19 176 114 64.8

20 134 91 67.9

計 625 432 69.1

BLOCK

5

21 66 54 81.8

22 88 82 93.2

23 93 71 76.3

24 124 117 94.4

25 180 151 83.9

計 551 475 86.2

事務局 ─ ─ 11 ─

合計 ─ 2859 2,187 76.5

会員のみなさまへのお願い

お知り会いの方で、法人企業、個人事業主等、未入会の方がいらっしゃいましたら、ご入会を勧めて頂きたいと存じます。一緒
に会合、行事に参加いただければ、一層楽しい会になります。なお、荻窪管内以外の紹介もお気軽にご相談お受けいたします。
また、会員様で子会社、関連会社がある場合は登録をお願いいたします︵会費は無料です）。是非、事務局、ブロック・支部の
役員にご一報ください。よろしくお願いいたします。

会員増強中間報告で12月時点の加入率76 . 3％。

会員増強中間報告
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「
社
会
の
会
費
」
で
あ
る
税

　

ま
ず
税
の
役
割
に
つ
い
て
で
す
。
私
た
ち
の

周
り
に
は
、
私
た
ち
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
送
る
た
め
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
多

く
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
費
用

は
主
に
税
金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

税
は
「
社
会
の
会
費
」
で
す
。

　

次
に
財
政
の
現
状
で
す
。
平
成
27
年
度
一

般
会
計
予
算
は
96
兆
3
4
2
0
億
円
。
歳
入

の
う
ち
57
％
が
所
得
税
・
法
人
税
・
消
費
税

な
ど
の
租
税
お
よ
び
印
紙
収
入
、
38
％
は
国

の
借
金
と
い
う
こ
と
で
公
債
金
収
入
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歳
出
は
、
24
％
が
借
金
を
返
す
国

債
費
、
そ
の
ほ
か
は
基
礎
的
財
政
収
支
対
象

経
費
で
約
72
兆
円
ほ
ど
で
す
。
そ
の
内
訳
は
、

文
教
及
び
科
学
振
興
費
、
社
会
保
障
費
、
地

方
交
付
税
交
付
金
、
公
共
事
業
費
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
社
会
資
本
整
備
と
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
費
用
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

道
路
、
上
下
水
道
、
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
と

い
っ
た
社
会
資
本
や
、
警
察
、
消
防
、
教
育
、

保
険
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際

に
、
利
用
料
が
か
か
ら
な
い
の
は
税
と
い
う
か

た
ち
で
私
た
ち
が
負
担
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

身
近
な
支
出
と
し
て
平
成
24
年
度
の
警
察
・

消
防
は
約
5
兆
円
、
ゴ
ミ
処
理
費
用
2
兆
円
、

国
民
医
療
費
の
公
費
負
担
金
は
15
兆
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

税
は
学
校
教
育
や
科
学
技
術
の
発
展
の
た

め
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
公

立
学
校
の
児
童
生
徒
1
人
あ
た
り
の
年
間
教

育
費
の
負
担
額
は
、
平
成
24
年
度
で
小
学
生
約

86
万
3
0
0
0
円
、
中
学
生
99
万
3
0
0
0

円
、
全
日
制
の
高
校
生
は
約
1
0
0
万
円
で

す
。
こ
れ
を
公
立
だ
け
で
6
・
3
・
3
と
計
算

し
ま
す
と
1
人
約
1
1
0
0
万
円
ほ
ど
の
公

費
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

続
い
て
税
制
の
現
状
で
す
。
税
の
分
類
1
と

し
て
納
め
方
、
ど
こ
に
納
め
る
か
に
よ
っ
て
分

類
し
て
い
ま
す
。
納
め
方
で
は
直
接
税
、
間
接

税
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
に
納
め
る
か
で
は
国
税

と
地
方
税
な
ど
の
分
類
が
あ
り
ま
す
。
国
税
は

所
得
税
、
法
人
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
、
地

方
税
で
は
道
府
県
民
税
、
事
業
税
、
自
動
車

税
、
市
町
村
で
は
市
町
村
税
、
固
定
資
産
税

な
ど
が
代
表
的
な
税
目
で
す
。
税
の
分
類
2

は
、
何
に
課
税
す
る
か
で
分
類
し
ま
す
。
所
得

に
課
税
す
る
も
の
に
は
所
得
税
、
法
人
税
が
あ

り
ま
す
。
消
費
に
課
税
す
る
の
は
消
費
税
、
資

産
に
課
税
す
る
の
は
相
続
税
、
贈
与
税
、
登
録

免
許
税
等
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
税
収
の
推
移
で
す
。
所
得
税
は
昭
和

61
年
当
時
、
最
高
税
率
が
70
％
で
し
た
。
平

成
27
年
度
以
降
は
最
高
税
率
45
％
で
、
順
次

下
が
っ
て
い
ま
す
の
で
税
収
も
少
し
ず
つ
落
ち

て
き
て
い
ま
す
。
法
人
税
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
す
る
と
と
も
に
国
際
競
争
力
を
つ
け
る

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
税
率
を
順
次
下
げ
て
き

ま
し
た
。
一
方
、
法
人
税
は
景
気
に
動
か
さ
れ

る
傾
向
が
あ
り
、
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ
ン
シ

平成27年11月17日（火）、荻窪タウンセブン大会議室において8団体共催「署長講演会」が開催されました。
荻窪税務署安達覚署長は、ご自分の経歴やこれまでの赴任先でのエピソードなどを交えながら「税の役割と
税務署の仕事」についてご講演されました。

税の役割と税務署の仕事
講師	 荻窪税務署 署長
	 安達 覚

平成 27年度  ８団体共催  荻窪税務署  署長講演会
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ョ
ッ
ク
の
こ
ろ
な
ど
は
ガ
ク
ン
と
下
が
る
な
ど

山
あ
り
谷
あ
り
で
す
。
一
方
、
消
費
税
は
少
し

ず
つ
伸
び
て
い
ま
す
。
そ
の
消
費
税
法
の
改
正

に
つ
い
て
で
す
が
、
消
費
税
は
平
成
29
年
4
月

1
日
か
ら
10
％
に
な
り
ま
す
。
内
訳
は
国
税

が
7
・
8
％
、
地
方
消
費
税
が
2
・
2
％
。
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
お
け
る
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
よ
る
増
収
分
は
す
べ
て
社
会
保
障

の
財
源
に
な
り
ま
す
。

国
税
庁
の
使
命
と
税
務
署
の
仕
事

　

我
が
国
の
税
金
は
、
納
税
者
自
ら
が
税
務

署
へ
所
得
な
ど
の
申
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
税

額
を
確
定
さ
せ
、
こ
の
確
定
し
た
税
金
を
納
税

者
自
ら
納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
が
適
正
に
機
能

す
る
た
め
、
納
税
者
が
高
い
納
税
意
識
を
持

ち
、
憲
法
法
律
に
定
め
ら
れ
た
納
税
義
務
を

自
発
的
か
つ
適
正
に
履
行
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
国
税
庁
の
使
命
は
、
そ
の
履
行

を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、

国
税
庁
は
そ
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
に
、
2

つ
の
柱
と
し
て
納
税
環
境
の
整
備
と
適
正
公
平

な
税
務
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
税
務
署
の
仕
事
で
す
。
国
税
庁
の

下
に
12
の
国
税
局
が
あ
り
ま
す
。
内
訳
は
札

幌
、
仙
台
、
関
東
信
越
、
東
京
、
名
古
屋
、

金
沢
、
大
阪
、
広
島
、
高
松
、
福
岡
、
熊
本
、

沖
縄
国
税
事
務
所
で
す
。
国
税
局
の
下
に
は

税
務
署
が
全
国
で
5
2
4
あ
り
ま
す
。
な
か
で

も
東
京
国
税
局
管
内
は
84
税
務
署
あ
り
ま
す
。

税
務
署
に
は
署
長
、
総
務
課
長
、
総
務
係
長
、

統
括
国
税
調
査
官
が
必
ず
い
て
、
そ
の
下
に
担

当
職
員
が
い
ま
す
。

　

荻
窪
税
務
署
は
全
員
で
1
0
3
名
お
り
ま

し
て
、
そ
の
う
ち
女
性
は
30
％
で
す
。
署
長
、

副
署
長
2
名
、
総
務
課
6
名
。
管
理
運
営
部

門
は
21
名
で
、
国
税
の
債
権
債
務
及
び
還
付

手
続
き
、
申
告
書
の
入
力
な
ど
の
内
部
事
務

ほ
か
提
出
書
類
の
収
受
、
納
税
証
明
書
の
発

行
な
ど
の
窓
口
関
係
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

徴
収
部
門
は
、
納
期
限
ま
で
に
税
が
納
付
さ

れ
な
い
場
合
に
滞
納
整
理
を
行
い
ま
す
。
納
付

が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
事
業
や
財

産
の
状
況
な
ど
滞
納
者
の
実
情
を
十
分
に
う

か
が
っ
た
上
で
納
税
の
猶
予
な
ど
の
納
税
緩
和

制
度
の
適
用
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
納
付
の
意

思
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
期
限
内
に
納
付

を
行
っ
て
い
る
大
多
数
の
納
税
者
と
の
公
平
感

を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
捜
査
、
捜
索

等
に
よ
っ
て
財
産
を
把
握
し
、
差
し
押
さ
え
、

換
価
等
の
滞
納
処
分
を
行
う
部
署
で
、
6
名

お
り
ま
す
。
個
人
課
税
部
門
は
、
個
人
事
業

者
の
所
得
税
や
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
の
申
告
等
の
相

談
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
部
門
で
す
。
ま
た
、

個
人
事
業
者
向
け
の
各
種
説
明
会
や
青
色
申

告
の
た
め
の
記
帳
指
導
も
行
っ
て
お
り
、
26
名

お
り
ま
す
。
資
産
課
税
部
門
は
、
相
続
税
や

贈
与
税
の
ほ
か
、
所
得
税
の
う
ち
土
地
や
株

式
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
申
告
等
の
相
談
、
調

査
を
行
っ
て
い
る
部
門
で
、
17
名
で
す
。
法
人

課
税
部
門
は
24
名
で
、
企
業
の
法
人
税
や
消

費
税
、
源
泉
所
得
税
や
印
紙
税
に
つ
い
て
の
相

談
、
調
査
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
酒
類
指
導
官

は
荻
窪
署
に
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
酒
類
の
製
造

販
売
業
に
必
要
な
免
許
申
請
に
関
す
る
相
談
、

審
査
を
行
い
、
酒
蔵
や
ビ
ー
ル
工
場
等
の
全
行

程
に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
す
。

税
務
調
査
の
第
1
次
選
定
は
？

　

こ
こ
で
、
税
務
調
査
に
つ
い
て
落
語
調
に
熊

さ
ん
、
八
っ
つ
ぁ
ん
の
会
話
で
い
っ
て
み
ま
す
。

熊
さ
ん
「
お
ー
い
八
っ
つ
ぁ
ん
、
ず
い
ぶ
ん
忙

し
そ
う
だ
ね
」　

八
っ
つ
ぁ
ん
「
そ
う
な
ん
だ
よ
、
今
度
税
務
調

査
が
く
る
ん
だ
よ
。
な
ん
で
、
う
ち
み
た
い
な

と
こ
ろ
に
く
る
ん
だ
ろ
う
」　

熊
さ
ん
「
そ
り
ゃ
、
お
め
え
、
今
年
何
か
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
は
こ
ね
え
ん

だ
か
ら
。
た
と
え
ば
売
り
上
げ
が
伸
び
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
？ 

固
定
資
産
が
増
え
た
？ 

売
り

上
げ
の
原
価
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？ 

隣
の
同

じ
よ
う
な
と
こ
と
比
べ
て
仕
入
れ
が
伸
び
て
な

い
か
い
？ 

人
件
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？ 

交

際
費
の
定
額
基
準
を
超
え
て
る
か
い
？ 

売
り

上
げ
に
比
べ
て
受
け
取
り
勘
定
が
少
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
の
？ 

土
地
が
増
え
て
る
？ 

建
物
は
？
」

　

と
、
こ
ん
な
ふ
う
に
私
た
ち
は
税
務
調
査
の

第
1
次
選
定
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
覚

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
我
が
職
場
で
も
、
若
い
人
た
ち

へ
仕
事
、
技
術
な
ど
の
伝
承
が
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
か
の
山
本
五
十
六
さ
ん
の
名
言
に

「
や
っ
て
み
せ
、
言
っ
て
聞
か
せ
、
さ
せ
て
み

せ
、
ほ
め
て
や
ら
ね
ば
、
人
は
動
か
じ
」
と
あ

り
ま
す
。
そ
の
あ
と
に
「
話
し
合
い
、
耳
を
傾

け
、
承
認
し
、
任
せ
て
や
ら
ね
ば
、
人
は
育
た

ず
」
さ
ら
に
「
や
っ
て
い
る
姿
を
感
謝
で
見
守

っ
て
、
信
頼
せ
ね
ば
、
人
は
実
ら
ず
」
と
続
き

ま
す
。
こ
れ
は
40
代
50
代
に
な
り
部
下
を
指

導
す
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
わ
か
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
よ
う
や
く
そ
の
年
代
に
な

り
、
そ
の
よ
う
に
長
い
目
で
見
て
人
を
育
て
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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国税庁では、毎年11月11日～11月17日を
「税を考える週間」と定め、様々な広報・広
聴活動を行っています。
平成 27年度のテーマは、「税の役割と税務
署の仕事」とし、これまで国税庁が行ってき
たIT化・国際化に関する取組を紹介するとと
もに、国税電子申告・納税システム（e-Tax）
をはじめとした国税庁のＩＴ化に関する諸施
策について、それらの利用を促進します。
今回は活動の中で、荻窪法人会が参加した
「中学生の税についての作文」「税に関する
絵はがきコンクール」「税の標語」の受賞作
品と「杉並納税街頭キャンペーン」のレポー
ト、そして、「荻窪税務署 署長表彰・署長
感謝状受彰者」「杉並都税事務所 所長感謝
状受彰者」を紹介いたします。

税を考える週間

税を考える週間の前身は、昭和29年「納税者の声を聞く月間」として設けられ、その後、世の中の動きと共に名称と施策が変化していき、昭和31年「納税者の
声を聞く旬間」、昭和49年「税を知る週間」となりました。「税を知る週間」は ❶税を社会全体の役割の中で捉える見地から、給与所得者や主婦、学生等を含め
た幅広い「国民各層」が税のよき理解者、協力者であるべきことを改めて認識し、広報広聴の対象とする、❷各種の施策を通じて、単に「声を聞く」という受身の
姿勢だけではなく、積極的に税の重要性、執行の公平性、税務相談や不服審査の活用方法等を広報する、こととしていました。しかし、近年の経済社会の構造、
税務行政を取り巻く環境の著しい変化に的確に対応するためには、税についてより深く理解していただく必要があり、そこで単に税を「知る」だけでなく、より能
動的に税の仕組みや目的などを考え、国の基本となる税の理解を深めていただくことを明確にするために、平成16年に「税を考える週間」 と改称されました。
（詳しくは：国税庁ホームページ「税を考える週間」 http://www.nta.go.jp/kohyo/katsudou/week/index.htm）

税を考える週間とは？　～「知る」から「考える」へ～（国税庁ホームページ「税を考える週間」より抜粋）

平成27年度

平成 2 7年度   税を考える週間

　

税
の
作
文
。
そ
う
言
わ
れ
た
時
に
私
は
、
い
つ

も
使
っ
て
い
る
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
「
こ
の
教

科
書
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
皆
さ
ん
へ
の

期
待
を
こ
め
、
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
」
と
い
う
文
を
思
い
出
し
た
。
私
は

こ
れ
ま
で
、
税
と
い
う
と
消
費
税
く
ら
い
し
か
知

ら
な
か
っ
た
。
今
回
こ
の
作
文
を
書
く
に
あ
た

り
、
税
に
つ
い
て
色
々
な
事
を
調
べ
て
み
て
、
強

く
感
じ
た
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
税
を
納
め
る
事

の
大
切
さ
だ
。

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
納
め
た
税
が
ど
こ
に
行
く

の
か
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
最
初
に
書

い
た
教
科
書
な
ど
の
教
育
の
分
野
で
使
わ
れ
る
税

金
と
し
て
、
教
育
振
興
助
成
費
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
こ
の
税
金
は
、
国
の
歳
出
の
お
よ
そ
2
％
、

金
額
に
し
て
お
よ
そ
2
兆
40
億
円
ほ
ど
で
あ
る
。

私
は
こ
の
事
を
知
っ
て
、
と
て
も
び
っ
く
り
し

た
。
何
故
な
ら
、
私
は
い
つ
も
税
金
に
よ
っ
て
自

分
の
学
校
生
活
が
支
え
ら
れ
て
い
る
事
を
分
か
っ

て
は
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
に
多
く
の
お

金
が
か
け
ら
れ
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
ま
た
、
実
際
に
こ
の
3
年
間
の
中
学
校

生
活
で
国
が
私
一
人
に
対
し
て
負
担
し
た
額
は
、

約
3
5
0
万
円
だ
と
い
う
。
こ
れ
が
義
務
教
育
期

間
の
総
額
と
な
る
と
、
な
ん
と
9
0
0
万
円
に
ま

で
の
ぼ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
知
っ
て
私
は
、
い
つ

も
何
と
な
く
過
ご
し
て
い
た
学
校
生
活
が
、
本
当

に
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
物
だ
っ

た
事
を
、
思
い
知
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
無
駄
に
す
る
事
が
な

い
よ
う
に
、
1
日
1
日
大
切
に
学
校
生
活
を
過
ご

し
て
い
こ
う
と
思
う
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
お
金
は
一
体
ど
こ
か
ら
集
ま

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
正
体
こ
そ
が
、
私
た
ち

の
納
め
て
い
る
税
で
あ
る
。
し
か
し
一
概
に
税
と

い
っ
て
も
一
体
ど
ん
な
物
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

税
は
、
大
き
く
分
け
る
と
直
接
税
と
間
接
税
の

二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
私
が
知
っ
て
い
る
消
費

税
は
、
間
接
税
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
国
の

収
入
の
中
で
最
も
多
く
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
大
人
に
な
っ
て
稼
ぎ
始
め
る
と
納

め
る
、
所
得
税
や
、
自
営
業
の
場
合
に
納
め
る
事

業
税
、
さ
ら
に
自
動
車
を
所
有
す
る
と
納
め
る
自

動
車
税
な
ど
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
税
が
納
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
税
が
国
の
歳
入

と
な
り
、
社
会
保
障
や
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
教
育

助
成
振
興
費
、
ま
た
国
債
費
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

私
が
こ
の
中
で
一
番
驚
い
た
の
は
、
国
債
を
返

す
お
金
が
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
だ
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
国
の
借
金
で
あ
る
国
債

は
、
も
っ
と
別
の
所
か
ら
返
さ
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
、
こ
の
作
文
を
書
く
に

あ
た
っ
て
、
税
金
に
つ
い
て
の
色
々
な
事
を
調
べ

て
み
て
、
こ
の
よ
う
に
初
め
て
知
る
事
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
感
じ
た
の
は
、
税
を
納

め
る
事
の
大
切
さ
で
あ
る
。
私
は
、
税
を
納
め
る

事
が
日
本
の
未
来
を
創
る
事
に
つ
な
が
る
と
思

う
。
何
故
な
ら
、
私
た
ち
の
納
め
た
税
に
よ
っ

て
、
未
来
の
子
供
た
ち
の
教
育
や
、
お
年
寄
り
の

介
護
な
ど
が
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
私
は
、
大
人
に
な
る
ま
で
に
税
に
つ
い

て
も
っ
と
深
く
学
び
、
大
人
に
な
っ
た
時
は
、
未

来
の
日
本
の
た
め
に
も
ち
ゃ
ん
と
税
を
納
め
た
い

で
す
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文 

受
賞
作
品

未
来
の
た
め
に
納
め
る
税

東
京
都
杉
並
区
立
神
明
中
学
校 

3
年 

小
田 

薫

荻
窪
法
人
会
長
賞 

受
賞
作
品
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「
あ
と
10
円
足
り
ま
せ
ん
」

　

本
屋
の
定
員
に
そ
う
言
わ
れ
、
私
は
青
ざ
め

て
し
ま
っ
た
。
サ
イ
フ
の
中
に
は
7
円
し
か

入
っ
て
い
な
い
。
私
は
顔
を
赤
く
し
な
が
ら
店

を
出
て
い
っ
た
。

「
消
費
税
が
な
け
れ
ば
買
え
た
の
に
」

　

私
は
そ
う
呟
い
て
帰
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
日

は
私
が
欲
し
が
っ
て
い
た
本
の
発
売
日
だ
っ

た
。
私
は
ム
ダ
に
金
を
使
わ
な
い
た
め
に
、
定

価
よ
り
ほ
ん
の
少
し
多
め
に
持
っ
て
外
へ
出
て

い
っ
た
。
そ
し
た
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
私
は
心
の
中
に
あ
る
モ
ヤ
モ
ヤ

を
取
る
た
め
に
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
。
そ
こ
に

は
消
費
税
に
つ
い
て
の
こ
と
が
放
送
さ
れ
て
い

た
。
8
％
に
な
っ
て
か
ら
1
年
が
た
っ
た
今
で

は
も
う
な
れ
て
し
ま
っ
た
消
費
税
。
私
は
1
年

で
一
体
い
く
ら
税
を
出
し
た
だ
ろ
う
か
。
そ
う

思
っ
て
い
た
時
だ
っ
た
。
母
親
が
私
を
皮
膚
科

へ
連
れ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ニ
キ
ビ
を
治

す
薬
を
取
り
に
い
く
ら
し
い
。
私
は
母
親
の
後

ろ
姿
を
見
な
が
ら
医
者
と
の
会
話
を
き
い
て
い

た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
今
回
も
無
料
な
の
で
」

　

私
は
驚
い
た
。
薬
が
無
料
だ
な
ん
て
知
ら
な

か
っ
た
の
だ
。
私
は
お
そ
る
お
そ
る
母
親
に
聞

い
て
み
た
ら
、
母
親
は
言
っ
た
。
こ
れ
は
税
金

の
お
か
げ
な
の
だ
と
。
私
の
教
科
書
も
、
妹
の

歯
の
診
察
も
、
毎
日
飲
ん
で
い
る
水
道
水
も
す

べ
て
税
金
を
納
め
る
か
ら
成
り
立
つ
の
だ
。

　

私
は
税
の
良
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
う
一
度
本

屋
へ
と
向
か
っ
た
。
途
中
で
私
が
通
っ
て
い
た

小
学
校
を
見
つ
け
た
。
卒
業
し
て
か
ら
3
年
が

た
っ
た
今
で
も
そ
の
学
校
は
キ
レ
イ
だ
っ
た
。

校
庭
を
掃
除
し
て
い
る
お
じ
さ
ん
や
、
生
徒
達

が
遊
ん
で
い
る
ボ
ー
ル
等
も
税
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
物
。
思
え
ば
、
今
の
学
校
に
安
全
に
行
け

る
の
も
警
察
が
い
る
か
ら
だ
。
警
察
も
税
が
あ

る
か
ら
こ
そ
だ
と
授
業
で
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
税
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
。
安
全
も
、
楽
し
み
も
、
学
習

も
、
す
べ
て
私
達
が
出
し
た
税
に
よ
る
も
の
。

税
金
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
道
を
歩
き
な
が

ら
、
私
は
本
屋
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

店
に
入
り
、
本
を
取
っ
て
レ
ジ
へ
と
向
か
う

と
そ
こ
に
は
一
人
の
老
人
が
い
た
。
と
て
も
元

気
そ
う
で
、
よ
く
み
る
と
彼
の
カ
バ
ン
の
中
に

は
薬
が
入
っ
て
い
た
。
き
っ
と
こ
の
老
人
も
、

税
金
に
よ
っ
て
幸
せ
な
生
活
を
築
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思
う
と
、
な
ぜ
か
嬉
し
く
て
た
ま
ら

な
か
っ
た
。

　

私
は
店
員
に
本
を
渡
し
、
金
を
払
っ
た
。

「
今
度
は
足
り
て
ま
す
ね
」

　

そ
う
言
わ
れ
、
少
し
恥
ず
か
し
く
な
っ
て
店

を
出
た
。
本
を
読
み
な
が
ら
思
っ
た
。

「
消
費
税
が
な
か
っ
た
ら
本
な
ん
て
買
え
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
な
」

　

皆
が
出
し
て
き
た
8
％
で
で
き
た
道
を
歩
い

て
い
っ
た
。

　

2
0
1
7
年
4
月
、
消
費
税
10
％
に
引
き
上

げ
。
私
は
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
正
直
嫌
だ

な
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
確
か
に
税
は
、
私
た

ち
の
た
め
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
つ
か
わ
れ
て
い

る
と
い
う
実
感
も
あ
る
。
学
校
に
行
け
ば
、
税

で
買
わ
れ
た
り
、
つ
く
ら
れ
た
り
し
た
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
だ
。
税
が
大
切
だ
と
分

か
っ
て
い
て
も
、
嫌
だ
な
と
思
っ
て
し
ま
う
の

は
、
単
純
に
物
の
値
段
が
高
く
な
る
か
ら
だ
と

思
う
。
実
際
に
、
増
税
で
生
活
が
苦
し
く
な
っ

て
し
ま
う
人
も
い
る
。
こ
の
ま
ま
増
税
し
て
、

そ
れ
は
私
た
ち
に
本
当
に
良
い
影
響
を
与
え
て

く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
4
年
間
イ
ギ
リ
ス
に
住
ん
で
い
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
日
本
に
い
る
と

き
よ
り
も
消
費
税
が
嫌
だ
と
思
う
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
消
費
税
に
つ
い
て

調
べ
て
み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
消
費
税
は
、

「
V
a
l
u
e 

a
d
d
e
d 

T
a
x
」
略
し
て

V
A
T
と
い
う
。
そ
の
税
率
は
20
％
と
高
く
、

私
は
と
て
も
驚
い
た
。
消
費
税
を
は
ら
っ
て
い

る
と
い
う
実
感
が
全
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

ま
だ
幼
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と

思
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
こ
の

V
A
T
は
あ
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
V
A
T

が
か
か
る
も
の
と
か
か
ら
な
い
も
の
が
区
別
さ

れ
て
い
る
こ
と
だ
。
か
か
ら
な
い
も
の
と
は
食

品
な
ど
の
生
活
必
需
品
で
、
逆
に
か
か
る
も
の

と
は
酒
な
ど
の
ぜ
い
た
く
品
で
あ
る
。
こ
う
す

る
こ
と
で
、
人
々
の
負
担
を
減
ら
し
て
い
る
と

い
う
。

　

な
ら
ば
、
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
し
く
み
に

し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
た
。

そ
う
す
れ
ば
生
活
が
楽
に
な
る
と
思
う
し
、

人
々
の
不
満
も
少
な
く
な
る
と
思
う
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
V
A
T
を
導
入
し
よ
う
と

思
う
と
ど
う
だ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
問
題
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
税
が
か
か
る
も
の
と

か
か
ら
な
い
も
の
と
を
ど
う
区
別
す
る
の
か
。

ま
た
、
店
の
レ
ジ
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え
た
り
値

札
を
変
え
た
り
な
ど
大
変
な
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
一
見
良
い
と
思
う
も
の
で
も
、
実
は

色
々
な
問
題
点
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　

ど
ん
な
も
の
に
も
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
に
注
目
す
れ
ば
、
ど
ん

な
こ
と
も
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
考
え
て
し
ま
い

が
ち
だ
。
ま
た
今
あ
る
も
の
は
全
て
、
日
本
に

あ
う
よ
う
に
昔
の
人
々
が
考
え
に
考
え
た
成
果

が
集
ま
っ
て
で
き
て
い
る
。
そ
れ
は
他
の
国
で

も
一
緒
だ
。
国
民
は
国
民
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
る
。
税
も
国
民
の
た
め
に
あ
る
。
だ
か
ら
、

も
う
単
純
な
理
由
で
増
税
が
嫌
だ
と
思
わ
な

い
。
そ
し
て
、
私
た
ち
中
学
生
は
税
を
通
し
て

た
く
さ
ん
の
人
々
に
助
け
ら
れ
て
い
る
。
大
人

に
な
っ
た
ら
、
そ
の
恩
返
し
を
し
た
い
。

　

税
は
今
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

　

未
来
の
た
め
に
あ
る
の
だ
と
思
う
。

未
来
の
た
め
に

東
京
都
杉
並
区
立
井
草
中
学
校 

3
年 

劔 

桃
子

荻
窪
税
務
署
長
賞 

受
賞
作
品

小
さ
な
不
幸
で
見
え
な
か
っ
た
幸
せ
を
見
る

日
本
大
学
第
二
中
学
校 

3
年 

吉
村
菜
々
子

荻
窪
税
務
署
長
賞 

受
賞
作
品

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文 

受
賞
作
品

平成 2 7年度   税を考える週間



今
年
度
の
杉
並
納
税
街
頭
パ
レ
ー
ド
は
、
平
成
27
年
11
月
1
日
︵
日
︶
に
予
定

通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
少
し
汗
ば
む
陽
気
と
な
り

ま
し
た
。
主
催
は
例
年
通
り
杉
並
区
・
杉
並
都
税
事
務
所
・
杉
並
税
務
署
・
荻

窪
税
務
署
・
杉
並
税
務
懇
話
会
・
荻
窪
税
務
連
絡
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

目
的
は
、
横
断
幕
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
た
し
か
な
納

税
・
た
し
か
な
社
会
・
わ
が
ま
ち
杉
並
」
と
い
う
こ
と
で
、
区
民
の
皆
様
の
納
税

意
識
の
啓
蒙
に
努
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

当
委
員
会
で
は
、
既
に
7
回
目
を
迎
え
た
こ
の
杉
並
納
税
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
し
た
が
、
私
、
新
委
員
長
と
し
て
は
初
め
て
の
経
験
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
無

事
に
開
催
出
来
た
ら
い
い
な
と
、
や
や
緊
張
気
味
に
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か

し
加
藤
前
委
員
長
の
も
と
、
皆
さ
ん
は
経
験
豊
富
で
大
変
多
く
の
方
々
に
支
え
て

頂
き
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
事
、こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
街
頭
で
撮
影
を
さ
れ
る
方
の
対

応
を
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
検
討
し
ま
し
た
。
結
果
、
街
頭
側
の
委
員
、
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
隊
列
の
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

杉
並
公
会
堂
前
で
最
後
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
終
了
し
た
時
点
で

は
、
特
に
大
き
な
問
題
も
な
く
、
逆
に
清
々
し
さ
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

そ
の
後
、
東
信
閣
で
行
わ
れ
た
解
散
式
で
は
、
関
係
団
体
や
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
「
次
回
の
要
望
等
」
も

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
荻
窪
法
人
会
の
良
き
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
何
か
新
た
な
事
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

第
7
回 

杉
並
納
税 

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

区
民
の
皆
様
に
納
税
意
識
の
啓
蒙
を

社
会
貢
献
委
員
長
　
神
谷
次
彦
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荻
窪
法
人
会
女
性
部
の
重
要
な
活
動
の
一
つ
に
﹃
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
﹄
が
あ
り
ま
す
。
荻
窪
税
務
署
の
管
轄
エ
リ
ア
の
18

の
小
学
校
の
5
年
生
・
6
年
生
の
生
徒
さ
ん
に
学
校
の
授
業
で
学
ん
だ

税
金
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
目
線
で
税
に
つ
い
て
の
啓
蒙
を
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

毎
年
、
夏
休
み
前
に
女
性
部
の
役
員
が
担
当
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
学

校
に
赴
き
、
お
願
い
を
し
ま
す
。
学
校
に
は
消
防
に
つ
い
て
の
も
の
や
、

色
々
な
所
か
ら
の
案
内
・
依
頼
が
来
て
お
り
、
私
共
役
員
は
税
へ
の
理

解
に
つ
い
て
の
勉
強
の
一
環
と
し
て
是
非
、
生
徒
さ
ん
に
ご
協
力
の
お
願

い
を
し
て
頂
き
た
い
と
、
熱
意
を
も
っ
て
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。
そ

し
て
、
集
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
⋮
⋮
と
の
期
待
と
不
安
を
胸
に
、
夏

休
み
明
け
に
回
収
に
伺
い
ま
す
。
本
年
度
は
4
9
6
通
の
応
募
が
あ
り
、

教
科
書
や
道
路
や
信
号
機
な
ど
、
身
近
な
も
の
が
税
金
に
よ
っ
て
作
ら

れ
て
い
る
事
な
ど
、
学
ん
だ
事
を
題
材
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
視
点
の
鋭
さ
と
真
摯
に
学
ん
で
い
る
姿
に
心
を
打
た
れ
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
中
か
ら
、﹃
荻
窪
税
務
署
長
賞
﹄﹃
荻
窪
法
人
会
長
賞
﹄﹃
荻

窪
法
人
会
女
性
部
会
長
賞
﹄、
入
選
20
名
を
選
出
い
た
し
ま
す
。
本
年

度
は
趣
旨
に
ご
賛
同
を
頂
き
、特
別
賞
と
し
て﹃
荻
窪
間
税
会
長
賞
﹄﹃
荻

窪
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
﹄が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。﹃
税
務
署
長
賞
﹄

は
天
沼
小
学
校
の
生
徒
さ
ん
で
し
た
。
11
月
6
日
校
長
室
に
て
、
安
達

荻
窪
税
務
署
長
・
酒
井
統
括
・
岡
田
上
席
・
小
竹
荻
窪
法
人
会
長
・
織

茂
女
性
部
会
長
が
伺
い
授
与
い
た
し
ま
し
た
。﹃
荻
窪
法
人
会
長
賞
﹄
は

荻
窪
小
学
校
。
11
月
16
日
朝
礼
に
て
授
与
式
を
、
小
竹
荻
窪
法
人
会
長
・

織
茂
女
性
部
会
長
・
女
性
部
会
役
員
が
伺
い
ま
し
た
。﹃
女
性
部
会
長
賞
﹄

は
桃
井
第
一
小
学
校
。
11
月
24
日
、
校
長
室
に
て
授
与
式
を
、
小
竹
荻

窪
法
人
会
長
・
織
茂
女
性
部
会
長
・
女
性
部
会
役
員
が
伺
い
ま
し
た
。

尚
、
入
賞
作
品
は
11
月
7
日
に
杉
並
公
会
堂
で
行
わ
れ
た
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」・
10
月
31
日
～
11
月
2
日
、
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

「
税
の
パ
ネ
ル
展
」
で
展
示
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
展
示
予
定
は
確
定
申
告
時
に
荻
窪
税
務
署
に
て
行
い
ま
す
。

　

是
非
、
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
生
で
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
下
さ
い
。

平 成 2 7 年 度   税 を 考える 週 間

第 6 回

税 に 関する 絵 は がきコンクール

入 賞 作 品

入賞・入選作品をご紹介します。

荻窪税務署長賞
天沼小学校6年
松原 誠さん

女性部会長賞
桃井第一小学校6年
藤村香月さん

荻窪間税会長賞
久我山小学校6年
蜷川和夏さん

荻窪納税貯蓄組合連合会長賞
桃井第四小学校5年
三井信人さん

荻窪法人会長賞
荻窪小学校6年
新井那実さん

第
6
回
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

女
性
部
会 

幹
事 

澤 

智
子

平成 2 7年度   税を考える週間  　14



入 選 作 品

絵はがきコンクールの授与式の様子

西田小学校5年
森 仁美さん

桃井第三小学校6年
日野樹来さん

荻窪小学校6年
小松 愛さん

高井戸第四小学校6年
園田向日葵さん

天沼小学校6年
地主璃音さん

西田小学校5年
大野義碩さん

桃井第四小学校6年
倉橋果歩さん

荻窪小学校6年
遠藤優花さん

三谷小学校6年
北山由依さん

天沼小学校6年
田中 楓さん

桃井第一小学校6年
早川友梨さん

桃井第四小学校6年
本橋奈々さん

荻窪小学校6年
鶴田 舞さん

三谷小学校6年
斎藤優衣さん

天沼小学校6年
矢田壮一朗さん

桃井第一小学校6年
和泉朱音さん

桃井第五小学校5年
藤島羽那さん

高井戸第四小学校6年
関口旬子さん

天沼小学校6年
越川露菜さん

天沼小学校6年
清水聖里菜さん

第 6 回  税 に 関する 絵 は がきコンクール

平成 2 7年度   税を考える週間15　



平成27年11月13日（金）、杉並会館において平成27年度の納税表彰式が行われました。法人会の活動を通して税務行政の運営に尽力
された皆さまに対し、 安達覚荻窪税務署長より表彰状、感謝状が授与されました。

荻窪税務署 署長感謝状受彰者
理事・稲澤修 第8支部長（1列目左から2番目）
監事・平井政武（1列目左から3番目）

入賞作品をご紹介します。

入 賞 作 品

税 の 標 語

荻窪税務署 署長表彰・署長感謝状受彰者 ／ 杉並都税事務所 所長感謝状受彰者

杉並都税事務所 所長感謝状受彰者
常任理事・秦 寿吉 第4ブロック長（1列目 左から4番目）

税金を納める事の大切さ　知ろう　学ぼう　おさめよう

背負うべきは納税の義務　望むべきは明るい社会

荻 窪 税 務 署  署 長 賞
神明中学校 3年 重田新太さん

荻 窪 法 人 会  会 長 賞
松渓中学校 3年 村松ちいさん

常任理事・加藤敏行 研修委員長（1列目 右から2番目）
荻窪税務署 署長表彰受彰者
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日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひと
つにe-Tax普及推進がございます。当法人会では会員企業の70％利用を目標に掲げております。この目標を達成するために
は会員皆さま方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこで当委員会では、東京
税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しております。

質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なっていただけるか？」更に依頼どおり行
うとご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発
したところ71名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組ん
でおられます。そこで会員企業の皆さまにひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決算は電子申告
でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？

顧客である会員企業と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展して
いくと思います。何卒皆さま方の尚一層のご理解とご協力をお願いいたします。

e-Tax普及推進委員長　真野 大

e -Ta x 利 用向上を目指し、東 京 税 理士 会 荻 窪 支部の先 生 方全 員にアンケートを実 施しました。
その結果多数の先 生 方から「e -Ta x 推 進 税 理士事 務 所」として会 報 掲載に承 諾をいただきました。

e -Tax推進税理士事務所について
e-Ta x 普及 推 進委員会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398 - 1316
黒川えり 天沼1-17-3 090 - 8479 - 0152
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392 - 5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932 - 5128
岩倉永一 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
岩倉礼子 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
原田叔法 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 2170
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794 - 7334
藤村　茂 天沼3-23-23カーミリア荻窪202 6231 - 1701

西荻南 河野修兵 西荻南2-9-13 5336 - 6457
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333 - 4868
大槻一弘 西荻南3-7-10シオンハイツ405 6795 - 8420
松田正博 西荻南3-14-11和興ビル3階 5346 - 1181

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333 - 9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370 - 8518

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334 - 1305
小松原英雄 宮前5-7-19 3331 - 3266
稲澤　聡 宮前5-10-5 3247 - 7194

南荻窪 加藤悦子 南荻窪3-27-5 3247 - 7300
荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397 - 8026

永井敏雄 荻窪2-27-11 5397 - 6115
尾﨑正俊 荻窪3-47-15 第3野村ビル300号 3392 - 1101
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391 - 7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394 - 1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3AKオギクボビル401 050 - 5527 - 4372
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398 - 8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393 - 2671
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347 - 9930
松井税理士
事務所 荻窪5-18-11-301 3392 - 7223

大島康司 荻窪5-21-16-1204 3392 - 6553
黒岩民子 荻窪5-22-12戸田ビル205号室 6795 - 5216
税理士法人
茂木会計事務所 荻窪5-25-6 3393 - 0211

青葉総合
税理士法人 荻窪5-26-9コスモYビル5F 3398 - 0523

岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392 - 1198

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 堀真由美税理士事務所 井草2-11-9エスト・メゾネット105 3397 - 6652
山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310 - 3228

上井草 久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303 - 4823
田崎　浩 上井草3-21-16 3399 - 7733

下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390 - 9437
山田真治 下井草3-8-23三英ビル303 090 - 1816 - 2435
稲村仁了 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382 - 2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397 - 5118
鈴木百香 下井草4-32-9 3399 - 1555
田子周一 下井草4-33-12 3395 - 3343

今川 中村良三 今川3-8-4 3399 - 3976
中村行雄 今川3-8-4 3399 - 3976

西荻北 馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394 - 5922
殿塚明夫 西荻北2-5-20-201 5382 - 5229
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301 - 5101
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303 - 6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423 - 0566
東原　功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936 - 0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399 - 0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303 - 5781

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391 - 6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391 - 2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391 - 5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391 - 1044
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393 - 7571
山室文雄 上荻1-19-9朝日荻窪マンション603号 3392 - 9462
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392 - 5555
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913 - 0520
小澄事務所 上荻2-19-18　2階 5347 - 2066
和田　実 上荻4-19-22-603 3395 - 1131
岡田　茂 上荻4-23-9 3395 - 3111

本天沼 小野寺誠 本天沼2-41-8 5303 - 1680
清水 山本敦子 清水1-7-2ネイバリングハウス荻窪303 5397 - 6492

小林滋子 清水3-9-9-102 5938 - 5100

東 京 税 理 士 会 荻 窪 支 部 　 e -Ta x 推 進 税 理 士事 務 所（ 敬 称 略 ）	 平 成 2 8 年 1 月 1 8 日 現 在
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災
害
時
す
べ
て
の
人
の

食
事
を
考
え
る　

守 

真
弓

日
本
災
害
食
学
会 

理
事
・
事
務
局
長
・
災
害
食

専
門
員
／
高
度
情
報
通
信
都
市
・
計
画
シ
ン
ク
タ

ン
ク
会
議

　

日
本
災
害
食
学
会
は
、
2
0
1
3
年
9

月
1
日
防
災
の
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
普
段
の
よ
う
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
の
食
の
あ
り
方
」
と
い
う
意
味
で
災

害
食
を
考
え
、
避
難
所
で
被
災
生
活
を
す

る
人
、
自
宅
や
企
業
で
被
災
生
活
を
す
る

人
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
障
害
者
や
疾
病

患
者
、
日
常
で
も
特
定
の
食
事
を
必
要
と

す
る
人
、
救
援
活
動
に
従
事
す
る
人
な
ど
、

被
災
地
で
生
活
・
活
動
す
る
す
べ
て
の
人
々

が
「
い
つ
も
の
食
事
」
に
近
づ
け
る
よ
う

努
力
す
る
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
主
張

し
て
い
ま
す
。

　

1
9
9
5
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
は
、

高
齢
化
社
会
初
の
大
災
害
で
、
初
め
て
「
震

災
関
連
死
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
総
死
亡

者
数
の
約
14
％
の
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
食
環
境

の
悪
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
2
0
0
4

年
の
中
越
地
震
、
2
0
0
7
年
の
中
越
沖

地
震
で
は
高
齢
者
の
誤
嚥
性
肺
炎
や
乳
幼

児
の
食
品
が
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
2
0
1
1
年
東
日
本
大
震
災
で
は
、

3
0
0
0
人
を
超
え
る
方
が
避
難
所
等
で

亡
く
な
り
、
食
問
題
の
報
道
と
し
て
新
聞

に
「
炭
水
化
物
中
心
生
活
長
期
化
」「
ビ
タ

ミ
ン
不
足
対
策
急
ぐ
」
な
ど
の
見
出
し
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
避
難
所
で
は
甘
い
パ
ン

な
ど
の
食
事
が
続
き
、
味
付
け
の
濃
い
魚

の
缶
詰
な
ど
が
大
量
に
届
き
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
高
血
圧
が
悪
化

し
、
ビ
タ
ミ
ン
も
足
り
な
い
、
カ
ル
シ
ウ
ム

不
足
で
骨
粗
鬆
症
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
要
配
慮
者
、
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
、
高

齢
者
、
身
体
障
害
者
、
日
頃
食
事
制
限
の

あ
る
方
、
介
護
食
や
治
療
食
を
必
要
と
す

る
方
へ
の
公
的
な
備
え
は
、
残
念
な
が
ら

ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
自
助
・
共
助
の
重
要
性
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
す
。
我
々
災

害
食
の
関
係
者
で
考
え
る
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
と
い
う
備
蓄
法
は
、
昔
か
ら
主
婦

が
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
古
い
も
の
か

ら
食
べ
て
食
べ
た
と
き
に
買
い
足
し
て
、

常
に
一
定
量
を
確
保
し
て
お
く
と
い
う
方

法
で
す
。
長
期
保
存
可
能
な
も
の
を
大
量

に
貯
め
て
お
い
て
期
限
が
来
た
ら
捨
て
る

の
で
は
な
く
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
食
品
を

貯
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
理
済

み
の
食
品
だ
け
で
な
く
、
乾
物
な
ど
の
食

材
、
調
理
器
具
と
し
て
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
や

湯
沸
か
し
ポ
ッ
ト
な
ど
も
役
に
立
ち
ま
す
。

首
都
直
下
地
震
に
何
を

備
え
る
の
か　

土
居
邦
弘

日
本
災
害
食
学
会 

理
事
／
国
立
研
究
開
発
法
人 

国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
戦
略
室
長

　

東
日
本
大
震
災
で
政
府
は
、
3
月

12
日
か
ら
4
月
20
日
の
40
日
間
で
主
食

1
8
8
7
万
食
、
1
日
あ
た
り
約
50
万
食

を
東
北
の
被
災
者
向
け
に
送
っ
て
い
ま
す
。

災
害
後
1
週
間
目
に
1
5
0
万
食
を
発
注

し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
も
ち
や
ウ
イ

ダ
ー
イ
ン
ゼ
リ
ー
な
ど
苦
し
紛
れ
の
も
の

も
送
っ
て
い
て
、
つ
ま
り
政
府
の
力
で
集
め

ら
れ
る
の
は
1
5
0
万
食
が
限
界
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

主
食
を
ど
こ
か
ら
調
達
し
た
か
と
い
う

と
、
秋
田
県
か
ら
お
米
2
3
7
万
食
、
パ

ン
は
愛
知
県
と
大
阪
府
か
ら
3
0
0
万
食

ず
つ
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
は
茨
城
県
か
ら

1
6
4
万
食
。
お
よ
そ
1
0
0
0
万
食
が

た
っ
た
4
県
か
ら
来
て
い
る
。
日
本
は
効

率
化
と
集
約
化
が
進
ん
で
い
て
、
特
定
の

と
こ
ろ
で
し
か
モ
ノ
を
作
っ
て
い
な
い
ん
で

す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
被
災
し
た
場
合

主催：荻窪法人会  厚生事業委員会

平成27年度

第29回健康セミナー
平成27年10月5日（月）、荻窪タウンセブ
ン大会議室において、厚生事業委員会主
催による健康セミナーが開催されました。
講師には、日本災害食学会から守真弓氏、
土居邦弘氏、守茂昭氏をお迎えし、災害
時の食の備蓄について有意義なお話を伺
いました。

災害時の健康被害を防ぐために
～食糧備蓄の課題と方向性～

講師の守真弓氏

講師の土居邦弘氏
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を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
被
災
地
に
弁
当
が
届
か
な
い
の
か
。

お
米
を
運
ん
で
電
気
を
使
っ
て
精
米
し
て
、

包
装
し
て
、
弁
当
屋
さ
ん
が
炊
い
て
、
お

か
ず
を
詰
め
て
、
よ
う
や
く
弁
当
に
な
り

ま
す
。
こ
ん
な
に
手
間
が
か
か
る
も
の
は

政
府
は
送
れ
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
被
災
地
に

届
か
な
か
っ
た
の
は
牛
乳
で
す
。
牛
は
増

や
せ
な
い
か
ら
で
す
。
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
は

寡
占
状
態
で
大
手
が
被
災
し
ま
し
た
。
レ

ト
ル
ト
食
品
は
買
い
占
め
に
製
造
が
追
い

つ
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
缶
詰
は
製
造
地

が
被
災
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
番
の
問

題
は
輸
送
で
し
た
が
、
運
転
手
も
ト
ラ
ッ

ク
も
急
に
は
増
や
せ
な
い
。
配
送
業
者
も

同
じ
で
す
。
食
料
の
需
要
と
供
給
は
い
つ

も
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
ま
す
が
、
災

害
が
起
き
る
と
減
産
す
る
こ
と
と
被
災
者

の
方
が
三
食
買
っ
て
食
べ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
被
災
地
以
外
で
も
買

い
占
め
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
の
な
か
で
最
も
早
く
復
旧
す
る
イ
ン

フ
ラ
は
電
気
で
し
た
。
被
害
の
最
も
大
き

い
宮
城
県
で
も
10
日
で
約
90
％
の
電
力
が

復
旧
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
10
日
間
は

電
気
が
な
く
て
も
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
逆
に
10
日
後
に
は

電
気
が
来
た
こ
と
を
前
提
に
暮
ら
し
を
組

み
立
て
ま
す
。

　

最
後
に
何
を
備
え
る
か
で
す
が
、
普
段

の
食
料
を
1
週
間
分
、
3
日
分
は
水
や
熱

の
不
要
な
も
の
、
お
米
は
日
本
は
山
ほ
ど

あ
り
ま
す
、
で
す
か
ら
お
米
が
玄
米
で
来

て
も
炊
け
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
電
気

ポ
ッ
ト
と
水
が
あ
れ
ば
炊
け
ま
す
。
塩
分

を
控
え
る
な
ど
、
特
殊
な
食
料
は
必
ず
備

蓄
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
お
願

い
で
す
。
買
い
占
め
な
い
こ
と
。
食
料
は

絶
対
に
来
ま
す
。
た
だ
し
、
遅
れ
て
く
る

こ
と
を
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
。
被
災
地
で
な

く
て
も
備
蓄
を
食
べ
る
こ
と
。
備
蓄
は
、

ど
の
地
域
の
人
も
持
っ
て
い
な
く
て
は
い

け
な
い
し
、
災
害
が
起
き
た
ら
そ
れ
を
食

べ
ま
し
ょ
う
。

現
状
の
防
災
に
お
け
る

食
の
位
置
づ
け　

守 

茂
昭

日
本
災
害
食
学
会 
副
会
長
／
一
般
財
団
法
人 

都

市
防
災
研
究
所 

上
席
研
究
員
／
東
京
駅
周
辺
防

災
隣
組

　

私
が
一
番
力
点
を
置
く
の
は
、
今
後
の

備
蓄
の
あ
り
方
で
す
。
首
都
圏
直
下
地

震
の
と
き
は
、
す
さ
ま
じ
い
物
不
足
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
飽
食
の
時
代

に
飢
餓
が
起
こ
る
可
能
性
が
残
っ
て
い
ま

す
。
東
京
都
の
平
成
24
年
の
主
食
の
備

蓄
状
況
は
、
都
・
区
・
市
町
村
合
わ
せ
て

1
9
7
3
万
食
。
そ
れ
に
対
す
る
都
全
体

の
人
口
は
千
数
百
万
人
で
す
か
ら
、
ど
こ

か
に
貯
め
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
食
材
で
す

が
、
み
ん
な
で
1
回
食
べ
れ
ば
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

非
常
食
の
管
理
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
倉
庫
に
日
持
ち
の
す
る
食
材
を
入

れ
て
鍵
を
か
け
て
5
年
間
放
っ
て
お
く
と

い
う
、
現
状
の
備
蓄
倉
庫
が
管
理
し
や
す

い
と
い
う
回
答
が
多
い
。
一
方
、
我
々
市
民

は
、
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て

い
る
と
い
う
意
味
で
、
社
会
を
あ
げ
て
食

を
軽
ん
じ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
現
在

の
備
蓄
倉
庫
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
区

町
村
が
あ
り
、
市
区
町
村
に
は
庁
舎
、
避

難
所
、
町
会
倉
庫
、
そ
の
ほ
か
企
業
、
個

人
の
備
蓄
が
あ
り
ま
す
。
自
助
・
共
助
の

備
蓄
に
よ
っ
て
物
不
足
に
備
え
る
た
め
に

改
善
の
余
地
が
あ
る
の
は
避
難
所
、
町
会

倉
庫
、
企
業
の
備
蓄
で
す
。
こ
れ
は
、
役

所
に
お
願
い
す
る
と
い
う
よ
り
も
地
域
が

自
ら
の
お
金
を
積
み
上
げ
て
、
充
実
し
て

い
く
意
外
に
方
法
が
な
い
部
分
で
す
。
こ

こ
を
ど
う
や
っ
て
い
く
か
の
知
恵
出
し
を

私
た
ち
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
江
戸
時

代
は
火
事
が
多
く
、
焼
け
出
さ
れ
て
炊
き

出
し
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
江
戸
大
火
後

の
文
化
7
年
に
は
食
べ
物
屋
が
7
6
6
3

軒
に
ま
で
増
え
、「
一
町
内
の
半
分
の
余
は

喰
い
物
屋
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
状
況
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に

は
、
地
域
住
民
や
自
治
体
が
穀
物
を
出
し

合
っ
て
緊
急
時
の
食
料
を
貯
め
た
「
社
倉
」

「
郷
倉
」
と
い
う
貯
蔵
庫
の
制
度
が
あ
り
ま

し
た
。
今
に
比
べ
れ
ば
豊
か
で
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
実
に
き
め
細
か
く
弱

者
に
も
配
慮
が
行
き
届
い
て
い
た
と
い
う

記
述
も
見
ら
れ
ま
す
。
江
戸
か
ら
明
治
の

郷
倉
は
、
管
理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
担
当

に
地
域
が
責
任
を
持
っ
て
い
て
、
今
の
よ

う
な
作
り
っ
ぱ
な
し
、
し
ま
い
っ
ぱ
な
し

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
21
世
紀
版
「
郷
倉
」
の
提
案
で

す
が
、
今
防
災
の
世
話
を
し
て
い
る
関
係

者
は
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
消
防
団
を

合
わ
せ
て
も
1
5
0
万
人
。
こ
れ
は
人
口

の
1
％
強
で
す
の
で
、
こ
れ
で
は
食
の
世

話
に
は
手
が
回
り
ま
せ
ん
。
栄
養
士
の
皆

さ
ん
は
80
万
人
く
ら
い
、
あ
る
い
は
家
庭

で
台
所
を
預
か
る
主
婦
の
皆
さ
ん
も
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
参
入
す
る
こ

と
で
、
現
代
の
郷
倉
が
作
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
皆
様
も
ど
こ
か
に
空
き
の
床
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
備
蓄
倉
庫
の
設
営
の

努
力
を
ご
一
緒
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

講師の守茂昭氏

非常食のサンプル
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税制委員 小島麻里（税理士）

税 制 委員会より

ふるさと納税制度は、「生まれ育ったふるさとに貢献できる制度」、「自分の意思で応援したい自治体を選ぶことがで
きる制度」として創設されました。
自分の生まれ故郷に限らず、どの自治体にでもふるさと納税を行うことができますので、それぞれの自治体がホー
ムページ等で公開している、ふるさと納税に対する考え方や、集まった寄附金の使い道等を見た上で、応援したい
自治体を選ぶことができます。特に寄附金の使い道については、ふるさと納税を行った本人が使途を選択できるよ
うになっている自治体もあります。

「ふるさと納税」は、その寄附が一定の金額以内であれば、自己負担金額2,000円以外すべての金額が所得税と個
人住民税から控除されます。
私も仕事上大変質問が多かったふるさと納税のメリットについて、皆さんと確認していきたいと思います。

ふるさと納税しましたか？

「ふるさと納税」は平成20年の税制改正によって創設され、平成27年度税制改正において以下の2点の改正があ
りました。
①従来は住民税の控除限度額が、住民税（所得割額）の10％から20％へ引き上げられました。
②「ふるさと納税ワンストップ特例制度」を利用すると、確定申告をせずに税務上のメリットが
受けられます。
例えば、平成28年度の住民税額が25万円であれば、20％にあたる5万円ほどのふるさと納税
をした場合、そのほとんどが住民税に充てられることになります。さらに特産品など自分で選
んだ品を受け取ることができます。
また、「ふるさと納税ワンストップ特例制度」でふるさと納税のためだけに確定申告をする必要
がなくなりました。ふるさと納税先の自治体に特例の申請書を提出すれば、所得税額控除分を
含めた額が翌年度分の住民税から控除される制度です。これら二つの税制改正で、一気に「ふ
るさと納税」への関心が高まったわけです。

「ふるさと納税ワンストップ特例制度」には適用要件があります。
（1）	ふるさと納税の寄附金控除を受ける目的以外で確定申告書の提出を要しない者であること
（2）	ふるさと納税を行った地方団体が5以内であること
	 ですから、医療費控除はもちろん、事業収入がある方や不動産を売却して申告が必要な

人はこの制度の対象外です。申請後、対象外になった場合は特例申請は無効となります。
確定申告さえすれば、ふるさと納税制度の税務上のメリットは受けられますのでご安心く
ださい。

同僚の間で「ふるさと納税」が話題になっており、すでに地方自治体に寄附をした人は税制上のメ
リットを受けながら自治体からのお礼の特産品を受け取ることができそうです。
ところで、この「ふるさと納税」は税務上どのような制度なのでしょうか。
私の住民税は毎年25万円ほどです。

税務上のメリット、特産品のプレゼントだけでなく、確定申告書の提出も必要ないということでとて
も気が楽になりました。でも、今年に限って医療費が多いので確定申告をしようと思っていたのです
が、申請後に申告することになっても大丈夫でしょうか。
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平成27年の給与収入500万円でふるさと納税60,000円を寄附した場合。

■給与所得の計算
5,000,000×0.9－1,200,000＝3,300,000

■所得金額（扶養がいない場合）
給与所得－寄附金控除－基礎控除＝所得金額
3,300,000－（60,000－2,000）－380,000＝2,862,000

■所得税額
2,862,000×10％－97,200＝189,000

■ふるさと納税による所得税の軽減は、
58,000×10％＝5,800円
（60,000−2,000）

◆平成28年の住民税額（税額控除前の所得割額）
2,862,000×10％＝286,200

◆住民税の寄附金税額控除額（基本控除額）
所得金額×30％　と　寄付金額　の小さい方が寄附金基本控除額の限度となります。
2,862,000×30％＝858,600　＞　60,000　したがって60,000円が限度です。
基本控除額＝（寄付金額－2,000）×10％＝5,800

◆住民税の寄附金税額控除額（特例控除額）
（寄付金額－2,000）×（100％－基本控除税率10％－所得税率（今回は10％）　と　住民税所得割額×20％　
の小さい方が寄附金特例控除額の限度額となります。
（60,000－2,000）×（90％－10％）＝46,400　＜　286,200×20％＝57,240
したがって46,400円が特例控除限度額となります。

◆ふるさと納税による住民税の軽減は、5,800＋46,400＝52,200円

ふるさと納税のよる税額軽減は総額で、5,800円＋52,200円＝58,000円となります。

税金は、国民の安全を守る警察・消防や、道路・水道の整備といった「国民に役立つ公的サービス」や、年金・
医療・福祉・教育など「社会での助け合いのための活動」に使われています。つまり税金は、みんなで社会を支
えるための「会費」といえます。
「ふるさと納税」も本来は幼少期を過ごした地元への恩返しや、自らが支えたい事業を応援するために創設され
た制度です。今、皆様がお住まいの地域へ納税するのも同じ意味で「ふるさと納税」であると思います。
皆さんはどちらへ「ふるさと納税」しましたか？

では、控除税額はどのように計算されるのでしょうか。平成27年所得税確定申告をした場合、平成
28年住民税の税額が軽減されるわけですが、たとえば年収500万円のサラリーマンであればいくら
までのふるさと納税であれば税額控除の対象となるのでしょうか。

東京税理士会荻窪支部では、毎月2回、初回無料の『なんでも相談会』を開催しております。ぜひご利用下さい。
詳しくは、当支部ホームページまたは広報「すぎなみ」をご覧ください。

計算が難しそうですが、住民税額の約20％までであれば、寄附額と住民税の軽減額が同じくらいに
なるのですね。どの自治体にふるさと納税するかよく検討しようと思います。

所得金額によって、限度額の割
合も変わります。試 算してふる
さと納税額を検討しましょう。

寄附額 70,000 80,000 90,000
所得税軽減額 6,800 7,800 8,800
住民税　基 6,800 7,800 8,800
軽減額　特 47,600 56,840 56,640
軽減額合計 68,000 72,440 74,240

給与収入が500万円の場合（円）
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平成27年秋、1〜5ブロックの研修会が行われました。
今回も各ブロックの研修会参加者からのレポートを掲載いたします。
次の研修会へ参加をご検討されている方はご参考にしてください。

［平成 27年度 秋季］

各ブロックの研修会レポート

①	大谷石資料館の様子（假屋崎省吾氏作 花のアート）（第1ブロック）
②	クルージングの様子（第2ブロック）
③	マイナンバー研修会の様子（第3ブロック）
④	石川酒造敷地内にある「麦酒釜の館」（第4ブロック）

②

④③

①

BLOCK
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お堀から江戸（東京）を考えるPart 2

昨年に続き、東京下町を船で廻る企画であ
る。ただ、今年は、船を下りた後、徒歩で新橋、
桂離宮をめぐり、築地に至り、築地の居酒屋
で懇親会を開いた。懇親会は6支部から10支
部の合同企画である。
10月17日（土）午前11時30分日本橋船着
き場集合である。24名参加申し込みで、実
際乗船できたのは23名、お1人様日本橋の橋
の上からのお見送りとなった（遅刻である）。
天候は曇り、前日の予報では雨、それが嘘の
ように雨が上がり、雨具着用なしでの出船と
なった。雨男がいなかったようだ。
12時30分。名橋 “日本橋” のふもとの桟橋
から出発。“江戸橋” をくぐり、橋の博物館と
言われる隅田川へ。近年有名になった “清洲
橋（国の重要文化財）+スカイツリー” のビュー
スポットを抜け、江戸時代に作られた小名木
川の江東区内部エリアに入る。小名木川は旧
中川から隅田川を結ぶ運河で、途中、横十間
川、大横川（鬼平犯科帳などによく出てくる）
と交差する。小松橋と新扇橋の間に扇橋閘門
（閘門・・・船のエレベーターで、パナマ運河

のミニ版）が設置されており、閘門より東側は
地盤沈下が激しくゼロメートル地帯の顕著な
地域の為水位を1メーター下げている。この扇
橋閘門を実際に通過、閘門と水門の違いを体
験。再び隅田川に戻り、江戸城の堀・水路跡
を色濃く残す亀島川から日本橋へ。約90分
のクルージングであった。堀と運河の違いを
体験したクルージングであった。
日本橋に上陸後、見送り人と合流。地下鉄

で新橋に移動、汽笛一斉の旧新橋停車場を見
学、その後、徒歩で浜離宮（徳川将軍家の庭

園）を散策、中島の御茶屋で外国からの観光
客に交じって、抹茶と和菓子を楽しみ、徒歩で、
築地の場内市場に向かった。
懇親会は、場内市場の中にある “市場の厨

房” で、マグロの部位の食べ比べ（マグロのほ
ほ肉・裏あご・脳天・赤身・中トロ）を堪能、
マグロの巨大カマ等、お酒とともに楽しんだ。
築地市場移転のため場内最後の味を堪能出来
て、クルージングともども思い出に残る1日で
あった。皆さま、お疲れさまでした。

11月5日、今年の第1ブロックは日光東照宮
が400年式年大祭（御祭神徳川家康公御奉祀
400年）に当たり、宇都宮・日光方面へ向かい
ました。
今回のルートは、宇都宮市大谷から日光
へ、最初に大谷石を産出していた大谷資料
館、のちに道の駅うつのみやろまんちっく村、
昼食時は、日光金谷ホテルのランチ、その後
日光山輪王寺・日光東照宮散策ツアーになり
ました。
最初の目的地までの間に税務研修として、
税金クイズ形式にて行いますが、今回は、来
年度から始まるマイナンバーの問題を加えた三
択問題でしてみました。結果は、……全体で
70％以上の回答率でした。
最初の見学である、栃木県宇都宮市大谷町
にあります大谷資料館へ。大谷資料館は、昭
和54年より開館しており、墓石等に使用して
いる大谷石の採石の仕方の歴史や減殺の状態
などを説明員よりレクチャを頂きながら砕石所
へ。その中は、外より涼しいといえる以上の
寒さ（当時外気温19度）。そして、施設館内温
度9度、入口より深さが20メートル近くあり、
下まで降りると上からの空気穴以外は、外部
からの光は入らないので中は、幻想的な空間
になっています。この場所では、海外企業の

プレゼンやレセプションなどに使用されたり、
ドラマ・映画など撮影場所として利用されてい
ます。（特に子供向けのアクション物や、サス
ペンス物など）その後、手前にあります道の駅
へ。道の駅うつのみやろまんちっく村で地元の
生鮮食料品などを見て目的地の日光へ、昼食
は日光で創立140年以上経つ金谷ホテル内の
メインダイニングの紅葉を見ながら日光虹鱒の
コースを頂き、食後はホテルの庭の紅葉を散
策した後、日光山輪王寺へ。そこからはガイ
ドの説明を聞きながら、日光東照宮へ。東照
宮は、現在平成の大修理中の為（平成第1期第
三次事業中）・本殿（日光山輪王寺）・石の間・
拝殿・陽明門が修理で周りを囲いその表面を
絵で表示（実物大にて）
内部は見学ができる状
態でしたか、今回注目
されるのは、陽明門の
外壁を外した中にあっ
た東西の壁画の公開壁
画はこれまで羽目板で
覆われており、特に西
側は松と巣ごもりの鶴
の壁画は217年ぶりに
確認されたものなので、
今回初めて公開される

事になります。あわせて、東側の梅と錦花鳥
が40年ぶりに公開と合わせて行われていま
す。今後は平成の大修理終了後、壁画の上に
羽目板が取り付けられると、次に大修理が行
われる約50年後まで見ることができなくなる
ので大変貴重な見学になりました。
只、平成の大修理は平成31年3月まで第三

次、翌4月より平成36年まで第四次修理にな
り、下神庫、東西透塀（未施工残箇所）、背面
唐門、表門附簓子塀（表門東方延長）、神厩、
渡廊（附指定）など、複数棟の修理を行うこと
になっています。
第1ブロックでは、今後も話題のある方面へ

行きたいと思います。

第1ブロック  バス研修会 第1ブロック 副ブロック長 石黒貞男

記念撮影

記念撮影

第2ブロック  “船”研修会 第2ブロック長 河又雅之

［平成 27年度  秋季］各ブロックの研修会レポート
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楽しく学んだ研修会
11月15日、第4ブロックの日帰りバス研修が
開催されました。小雨模様にもかかわらず早朝
から総勢29名が集合し出発しました。行程は
サイボクハム⇒石川酒造⇒玉堂美術館、御岳峡
谷でした。初参加者の紹介があり、圏央道に
入る頃にはバス全体から楽しい声が聞こえてき
ました。
埼玉県にあるサイボクハムは、牧場のみならず、
工場・レストラン・直売所・パークゴルフ・温泉
などなど併設しており、地元の食と健康と幸せを
総合的に考えた複合施設でした。目移りするほ
どの施設に後ろ髪を引かれつつバスに戻り、次の
目的地である福生市の石川酒造へ。道中、それ
までの雨交じりの天候で厚かった雲が薄れ、切
れ間に青空が覗き、バスガイドさん曰く「参加者
皆様の普段の行いのおかげ」で、美しい虹まで
かかりました。
「多満自慢」でおなじみの石川酒造は150年以
上の歴史があり、敷地内の建物や樹木は由緒あ
るものばかり。酒蔵では、お酒の醸造過程につ

いてユーモアを交えたお話でご説明いただき楽
しく学びました。また、敷地内のおしゃれなレス
トランで、とっても美味しいお食事とお酒とビー
ル（東京で一番早くビール醸造をされていたそう）
を十二分に堪能し、会話が盛り上がりました。
その後は玉堂美術館、御岳峡谷と秋晴れの自

然と美に触れ、帰路は交通渋滞に巻き込まれる
ことなく解散となりました。バス内外でのブロッ
ク長の暖かなおもてなしがグループを包み、研
修をそれぞれ楽しく学ばれたことと思います。

第4ブロック バス研修会 第4ブロック 是村由佳

［平成 27年度  秋季］各ブロックの研修会レポート

実務に即した研修内容

平成27年11月16日（月）午後6時よりタウン
セブン8階会議室にて、研修委員会・e-Tax普
及推進委員会・第3ブロックの共催により「マ
イナンバー研修会」が開催されました。
マイナンバーに関する研修もかなり開催され
ていますが、今回の研修も100名近い申し込
みがあったとのことで、世間の関心の高さが伺
えます。
講師は、我が第3ブロックの役員でもありま
す、税理士の岩倉永一先生をお迎えしました。
開催に先だって、矢澤ブロック長のあいさつ
があり、今回の研修会テーマに「マイナンバー」

を選んだのは「公益性の高いもので開催する」
という趣旨であったことを話されました。
ひとえにマイナンバーと申しましても、内容

は非常に多岐にわたります。今回の研修内容
は、税理士の視点から「中小企業のためのマ
イナンバー制度導入の実務対応」という主題で
行われました。
最初はマイナンバー制度の再確認からはじま

り、ご自身の体験を踏まえながらマイナンバー
の取得方法や通知カードの配達状況など、最
新の情報を提示されました。
また、中小企業のためのマイナンバー制度

導入の実務対応というテーマで、年末調整を
視野に入れた非常に具体的な講演を展開され
ました。まずは大綱をざっとさらい、大切なポ

イントは戻って説明をしていただく方法で、自
分達にいま必要なものが非常にわかりやすく
聞くことができたと思います。
その他にも、私たちがやらなくてはいけない

こと、やらなくても良いことを具体的に示され、
個人番号取得の注意や保管方法、ツールの紹
介など、1時間半の講演ではすべて網羅でき
ないボリュームでした。
質疑応答でも、実務に関する具体的な質問

ばかりで、時間の都合で手を上げた全員にお
答え頂くことはできませんでした。
最後に担当の鹿野副会長よりご挨拶いただ

き、閉会となりました。

研修会の様子 あいさつする矢澤ブロック長講師の岩倉氏

記念撮影

第3ブロック マイナンバー研修会 第3ブロック 前田薫範
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荻窪税務署からのお知らせ

平成 27年分の所得税及び復興特別所得税・個人事業者の
消費税等・贈与税の申告書作成会場は、

平成 28年 2月9日（火）から開設いたします。

平成 27年分の確定申告と納税の期限

◎医療費控除の適用を受ける方は、事前に「医療費の明細書」の作成（集計）をお願いします。
「医療費の明細書」は、便せんやパソコンで作成したものなど、なんでも結構です。
◎事業所得や不動産所得などのある方は、青色決算書又は収支内訳書を事前に作成してお持ちください。
◎復興特別所得税の記載漏れにもご注意ください。

◎納税には振替納税が便利です！！
【振替納付日】	 所得税（復興特別所得税）	 平成28年4月20日（水）
	 個人事業者の消費税等	 平成28年4月25日（月）

開設期間 平成 28年 2月9日（火）～ 3月15日（火）の平日
（ただし、2月21日、2月28日の日曜日は開設します。）

※荻窪税務署では、上記期間以外は申告書作成会場を設けておりません。

開庁時間 午前 8時 30 分から午後 5時
（申告の相談は午前 9時15分から開始します。）

※会場が混雑している場合には、早めに締め切ることがありますので、なるべく早め
にお越しください。

税目 申告期限及び納付期限

所得税（復興特別所得税）
平成 28年 3月15日（火）

贈与税

個人事業者の
消費税及び地方消費税

平成28年3月31日（木）



税 務 コ ー ナ ー

税理士による無料申告相談会のご案内

荻窪税務署の申告書作成会場のほか、以下の会場でも申告書の作成や提出ができます。

（注）	 1	「年金受給者（所得税）」、「給与所得者（所得税）」、「小規模納税者（所得税・消費税）」の
	 	 申告書を作成できます。（土地、建物及び株式などの譲渡所得のある場合を除きます。）
	 	 ※所得税：所得税及び復興特別所得税、消費税：消費税及び地方消費税
	 2	 申告書等の提出のみの場合は、直接税務署に提出（郵送可）してください。
	 3	 確定申告に必要な書類、計算器具、筆記具及び印鑑等をご持参ください。
	 4	 12：00～13：00までは昼休みとなりますのでご了承ください。
	 5	 会場が混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがありますのでご了承ください。
	 6	 申告書用紙の発送時期の関係で、相談日が過ぎている場合がございますがご了承ください。

会場 所在地 開催日 受付時間

八成区民集会所
第2・3・4集会室 井草1 - 3 - 2 2月 1日（月）～ 3日（水）

いずれの会場も

午前9時30分～
11時30分

午後1時00分～
3時30分

久我山会館 ホール 久我山3 - 23 - 20 2月 2日（火）～ 10日（水）
※土・日は除く

西荻地域区民センター
第3・4集会室 桃井4 - 3 - 2 2月 4日（木）～ 5日（金）

東京税理士会 荻窪支部

荻窪5 - 16 - 12荻窪
NKビル3階

（荻窪駅西口より徒
歩2分）

2月
12日（金）～ 20（土）
※13・14（土・日）
は除く

国税庁ホームページの

「確定申告書等作成コーナー」で「申告書 」が作成できます！
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」の画面の案内に従って必要事項を入力すれば、
税額などが自動計算され、所得税、消費税の申告書や青色申告決算書などが作成できます。
作成した申告書等は、e-Taxで送信、または印刷して税務署窓口へご提出ください（郵送可）。

【荻窪税務署】 〒167- 8506 杉並区天沼3 -19 -14　☎ 03 - 3392-1111
管轄区域（杉並区のうち、荻窪地区）天沼、井草、今川、荻窪、上井草、上荻、久我山、清水、
下井草、松庵、善福寺、西荻北、西荻南、本天沼、南荻窪、宮前、桃井

用紙（各種）の出力
もできます！！
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第 2 3 支 部

第23支部 防災施設特別視察会
第23支部 副支部長 清水弘道

善福寺川取水施設、東京都庁

平成27年10月20日火曜日の午後1時半から、善福寺川取水施設
並びに東京都庁で、第23支部の支部研修会として、特別視察会が
行われました。参加は、早坂都議会議員も含め14名。実に穏やかな
好天に恵まれました。

まず最初に向かったのは、善福寺川取水施設です。集合場所の丸
の内線方南町駅から徒歩で10分程度で到着しました。管理棟には、
施設の模型やパネルがあり、講義室では映像とともに取水施設の構
造や役割を学びました。一通り講義を受けたあと、エレベータで50m
近く地下へ降りて、そこから立杭機械室を通って、水を貯めるトンネル
に到着しました。内径で約13mあるそうです。環七の真下に沿って、
これほど広い空間が拡がっているとは想像もできませんでした。

次に向かったのは、東京都庁です。早坂都議の誘導に従って、通
常では入ることのできない7階知事室周辺の会議室等を見学してから、
45階の展望室で眼下に拡がる東京の街並みを眺めました。

十分に研修を行った後、都庁から徒歩で隣の新宿住友三角ビルの
52階にあるスパッカナポリに移動し、ピザやスパゲッティなど本格的
なイタリア料理とワインで懇親を深めました。

研 修 委 員 会

法人税申告書作成研修会
研修委員会

荻窪税務署別館2階にて

平成27年11月19日（ 木 ）荻窪税務署別館2階において、研
修委員会主催の「法人税申告書作成研修会」が17名（未加入
法人3名）の参加で開催されました。

荻窪税務署 法人課税第1部門岡田知己審理上席調査官の
講師のもと、法人税の概要・申告書作成演習等を中心に講義
が行われました。

平成 28年 新春講演会・新年賀詞交歓会

荻窪法人会と荻窪間税会共催の新春講演会&賀詞交換会が1月21日（木）に杉並公会
堂小ホールにて2部構成で行われました。

第1部は新春講演会として、杉並区役所 危機管理室 防災課長 武田護氏を講師にお招
きし、「杉並区の防災対策」と題した講演をしていただきました（この模様は次号に掲載い
たします）。

第2部の新年賀詞交歓会は、まずソプラノ歌手の濱田真實さんに国歌独唱を披露して
いただき、井口副会長の開会の言葉を皮切りに賀詞交歓会が挙行されました。お客様に
は安達荻窪税務署長を始め各会より多くの方にご参会いただきました。

その後行われた会員交流会（グランサロンにて）では、再び濱田真實さんによるイタリ
ア仕込みの歌声に酔いしれ、華やかな会となりました。出席者数は158名。

【部会とは】ある同じ目的を持った会員の集まりで
す。源泉部会：経理職員の源泉税を中心とした研
修会などを行う。青年部会：若手の経営者が集まり、
研修会や勉強会を行い、悩みを話し合えるような仲
間作りの場ともなっている。女性部会：女性経営者
同士の交流や社会貢献活動を行います。

【委員会について】法人会での委員会の役割は、会員活動の
年間のスケジュールを含め指針を示すことにあります。納税
制度の普及発展と良き経営者を目指す活動や地域社会貢献を
遂行するための具体的な企画と具現化のための道筋を考え、
その案件をブロック、支部で実行します。委員会の活動が活
発であればブロック支部の活動も充実したものになります。

【研修会について】荻窪法人会は秋と
春に研修会を行っています。荻窪法人
会は荻窪税務署管内を5つのブロック
に地域割りをしています。春は各ブロッ
クが独自のテーマで企画開催し、会員
同士のよい交流の場となっています。

記念撮影

研修会の様子

研修会の様子

あいさつする小竹会長

ブロック・委員会・部会からの報告
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厚 生 事 業 委 員 会

第32回  異業種交流会 厚生事業委員  白石弘典  

普段接することの少ない様々な業種の方々との交流

平成27年10月28日（ 水 ）、厚生事業委員会主催による第32回異業種交流会
が荻窪タウンセブン8階会議室にて30社37名が参加して開催されました。今回も
組織委員会と協力し未加入法人の皆様にもご案内し3社のご参加を頂きました。

岸岡委員長にあいさつをいただき、今回は参加者一人一人から自己紹介・会社
PRを時間をかけて伺いました。

懇親会では、小野瀬副委員長の乾杯で始まり。普段接することの少ない様々
な業種の方々とお会いし、直接名刺交換をしながら親睦を深められていた様子で
した。和やかな雰囲気の中で、今まで知り得なかった会員同士がお互いに有意義
な交流が続いていけばと思っております。最後に小作委員のご挨拶で散会となりま
した。

次回は、平成28年2月5日（ 金 ）に行われる予定です。今まで参加されたことの
ない会社、何度も参加されたことのある会社、業種・職種にかかわらず大歓迎で
すので是非ご参加下さいますよう、厚生事業委員一同心よりお待ちしております。 交流会の様子

広報委員会

ブロック・委員会・部会からの報告

社 会 貢 献 委 員 会

第15回  荻窪法人会チャリティーコンサート 社会貢献副委員長  織茂育代

吉岡綾子さんのピアノ独奏と荻窪祝祭管弦楽団

去る、11月7日土曜日、第15回チャリティークラシックコンサートが杉並公会堂小ホールに於いて、開催されました。今年は、吉岡綾子さんのピ
アノの独奏と荻窪祝祭管弦楽団の演奏でした。吉岡さんの奏でるピアノは、チャーミングで独特のテクニックとタッチで聞いている人の気持がど
んどん引き込まれていくかのようで素晴らしかったです。

荻窪祝祭管弦楽団の皆様は、2015年5月に結成された楽団です。主として杉並区で音楽を通し地域貢献を目標にして活動しています。管弦楽
団のみな様のパフォーマンスもとても楽しかったです。そして本年も、公益財団法人日本盲導犬協会へ心暖まるたくさんの募金をいただきました。
参加してくださった皆様からの寄付金は146,405円で全額盲導犬協会へ寄付させていただきました。本当にありがとうございました。

盲導犬協会からは社会貢献委員会に感謝状をいただきました。盲導犬協会から、オーナーの築地様とパートナーのハーバー君がいらしてくださ
いました。ちなみに築地様は、荻窪に在住でいらっしゃいます。そして帰りにはハーバー君は、ハーネスを外し観客の方々に、愛くるしいしぐさを
見せてくれました。

税 制 委 員 会

平成28年度税制改正要望に関する提言

平成27年11月25日（水）、小竹会長・山下税制委員長の2名で田中良杉並区長へ
「平成28年度税制改正に関する提言書」を区長室にて直接手渡し、提言実現のた
めの配慮を要望した。

又、石原伸晃衆議院議員へは議員事務所へ赴き議員へ提言実現のための配慮を
依頼した。

吉岡綾子さんのピアノの独奏と荻窪祝祭管弦楽団の演奏の様子 公益財団法人日本盲導犬協会への寄付（神谷委員長）

田中良杉並区長へ提言を提出
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青 年 部 会

落語を楽しむ会 青年部会  書記委員  安村充雄

第29回 落語を楽しむ会が開催されました

毎年恒例の「第29回 落語を楽しむ会」が10月23日（金）に杉並公会堂小ホールで開催されました。17時半開場と告知していたのにも関わらず、
17時には長蛇の列が出来て期待の高さが窺え、結果として、175名もの方にご参加頂きました。今年の出演者は、第1回から全てにご出演頂い
ている古今亭寿輔師匠をはじめ、桂米福師匠、古今亭今いちさんでした。

それぞれに味のある高座を披露して頂き、客席では、終始笑いの絶えない和やかな雰囲気の中、伝統芸能を堪能することができました。
終了後は懇談会を開催。古今亭寿輔師匠にもご参加頂き、来年30回目となる事から、いつもとは一味違った会にするべく様々な意見が出て、

大変有意義な会となりました。
尚、杉並区社会福祉協議会へのチャリティー募金におきましても、数多くの皆様からご賛同頂き、合計64,809円の寄付ができました。ご協

力頂きました皆様に改めて御礼申し上げます。

ブロック・委員会・部会からの報告

野村部会長のあいさつ 古今亭今いちさん 古今亭寿輔師匠 桂米福師匠 杉並区社会福祉協議会へのチャリティー募金

広報委員会
厚 生 事 業 委 員 会・組 織 委 員 会

ボウリング大会 厚生事業副委員長  岡田匡史

寒さ吹っ飛ぶスポーツ交流

去る11月27日（金）、組織委員会・厚生事業委員会共催による、第4回ボウリング大会が、荻窪ユアボウルにて開催され、コート、上着を脱いでの総
勢51名で熱戦が繰り広げられました。

夕方6時の時報と共に、2ゲーム合計スコアーを競っての、熱き戦いは始まりました。スペアー・ストライクがでては歓喜の声が上がりハイタッチで祝福
しあい、ガーターがでれば、励ましたりと、熱気に包まれた楽しい交流の一日でした。

終了後、居酒屋とんぼに移動、田中委員長の乾杯で表彰式・懇親会が始まり、乾いた喉を潤すと話がはずみ、順位発表と共に岸岡委員長から賞品
が手渡されると、会場内のボルテージは最高潮となりました。

スポーツを通じた会員交流にご賛同頂き、賞品を御提供下さった企業・団体に心より感謝申し上げると共に、参加して下さった会員の皆様お疲れ様
でした。

［商品提供企業（順不同）］
東洋時計（株）、（株）井口鉱油、東京標識（株）、鳥羽建設（株）、（株）西部旭建装、やよい運送（株）、興振工業（株）

（株）永田商会、（株）サンメリット、大同生命保険（株）、AIU損害保険（株）、アフラック

ボウリング大会の様子 懇親会の様子
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青 年 部 会

青年部会12月例会 青年部会  会計監査  岡部昭人

講演：東京パラリンピックに向けた取り組み

平成27年12月11日、荻窪タウンセブンビル8階フォーラムUにて12月例
会が開催されました。

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会より事業推進部 /近藤部長・
島田主任をお招きし「障害者スポーツの現状と東京パラリンピックに向けた
取り組み」についてご講義を頂きました。

今回の講演を通し障害者スポーツへの認識が深まり、2020年東京パラ
リンピックに向けて我々に何が出来るか考えるきっかけになりました。

講演後は、同ビル2階のBLOOK MARKSへ移動し忘年会を行いまし
た。近藤部長・島田主任にもご参加頂き、障害者スポーツのより深いお話
も拝聴することが出来ました。

また、会員同士この1年間を労い、年間最後の行事を締めくくるに相応し
い忘年会となりました。

参加者で記念撮影 講演の様子

青 年 部 会

法人会全国青年の集い（ 茨城大会 ） 青年部会  会計委員長  宮嶋優光

第29回法人会全国青年の集い（茨城大会）が開催されました

平成 27年11月19、20日の 2日間に亘り、第 29 回法人会全国青年
の集い（茨城大会）が開催されました。

1日目は、租税教育活動プレゼンテーションや、部会長ウェルカムパ
ーティが行われ、野村部会長も精力的に参加されていました。また、夜
には東法連青連協第 4ブロックの皆様と懇親会を行い、ブロックとして
の懇親を深めました。

2日目は、部会長サミット、式典、講演等が行われました。租税教育
活動展示や物産展にも立ち寄り有意義に過ごしました。その後、荻窪
に到着し解散いたしました。

次年度は 9月に北海道旭川にて全国大会が行われます。ぜひご参加
ください。

ブロック・委員会・部会からの報告

参加者で記念撮影



31　

女 性 部 会

税を考える会研修会 女性部会 幹事 藤田佳寿子

マイナンバー研修会

11月17日、女性部会の主催で荻窪税務署2階で「税を考える会」
のセミナーが行われ、岡田上席が出席して下さり、マイナンバーの
講演がありました。ご存知のように平成27年10月より日本国内の
全住民に通知される一人一人異なる12ケタの番号のことです。ま
た、法人には法人一つの法人番号が指定されます。社会保障、税、
災害対策の三分野で手続き行政サービスが簡単に受けられる様で
す。本来の目的は国が一人一人の収入を把握し、社会保険料、税
の納付もれがないか調べる制度です。税負担の公平性がメリットで
す。私もつい昨日マイナンバーを受け取りました。むずかしい、面倒、
不安といってないで平成の大改革にむき合って勉強しようと思って
います。しかし、現実マイナンバーを利用した詐欺、変な電話があ
るそうです。本当に気を付けたいと思います。
「税を考える会」でマイナンバーを意識出来て良かったと思ってい

ます。勉強になりました。

女 性 部 会

歩く会 女性部会 会計監査 野村眞理子

国会議事堂を見学

素晴らしい晴天の下、荻窪法人会女性部会の秋恒例の【  歩く会  】が実施されま
した。安保法案で激震に揺れた国会議事堂を見学するタイムリーな企画に参加者
総数は29名でした。

国会議事堂見学申し込みは、石原伸晃衆議院議員事務所にお骨折りをいただき
ました。当日は、予定通り9時20分に丸ノ内線荻窪駅を出発して国会議事堂前駅
で下車。国会議事堂前駅から参加の6人と無事合流しました。

国会議事堂前駅1番出口すぐにある衆議院第一別館で受付を済ませ、入館チケ
ット代わりのバンフレツト「国会  衆議院へようこそ」を各自が手に持ち案内人を待ち
ました。
「荻窪法人会女性部会の方はお集まり下さい。」と呼ばれ、見ると、背が高く制

服姿も凛 し々い案内官が目の前に。〈アラッ！こんなに簡単な検査でテロは大丈夫か
しら？〉と思う手荷物検査の後、薄暗い廊下を抜けて屋外に出、建物裏手広場で
他の参加者全員が揃う迄待機しました。

最大300人一斉に見学するとの説明に驚きましたが、この回は100人程でした。
17年間の歳月をかけ昭和11年に完成した国会議事堂は、正面から見て左側が衆

議院右側が参議院。国会議事堂のシンボルとして国民に馴染み深い中央塔の真下
の中央広場には、議会政治確立に功労のあつた伊藤博文、板垣退助、大隈重信
の銅像が立つています。国会議事堂建設に使われた大理石の方石を積み上げると、
富士山の30倍の高さになるというのにもビックリしました。

広大なステンドグラス天井が華やかさと歴史を感じさせる衆議院議場は重厚で格
調高く、国の政に相応しい立派な建物でした。内部見学の後、正面で記念撮影を
した後霞が関ビルへと出発しました。

お楽しみの会食は、霞が関ビル35階にあるレストラン【けやき】のフレンチでした。
東京湾を遠くに眺み秋の陽射しが穏やかな中、織茂部会長挨拶、小竹会長の乾

杯音頭で会食が始まりました。オードブル・スープ・サラダ・メインディッシュ・デザ
ート・コーヒーの美味しいお食事に話しも弾み、和気藹々の笑顔の花があちらこち
ら咲いた楽しいランチタイムになりました。鹿野副会長に中締めのご挨拶をいただ
きました。霞が関ビル広場で国会議事堂を背景に全員揃って記念撮影をした後に
現地解散しました。

皆様本当にお疲れ様でした。

研修会の様子

参加者で記念撮影

ブロック・委員会・部会からの報告
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荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です。
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。

荻窪法人会ホームページ www.ogikubohoj inkai . jp

よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

ワ
ン
ル
ー
ム
税

世
界
の
お
も
し
ろ
い
税
金
シ
リ
ー
ズ




